
Ⅰ 国際化の基本方針・計画 

 

 

１ 名古屋市基本構想  
  

昭和 52 年に議会の議決を経て定められた「名古屋市基本構想」は、本市の指導理念として位置づけ

られ、名古屋市総合計画２０２３をはじめ、市の諸計画の上位構想としての役割を果たすものである。 

 国際化については、「Ⅲ 名古屋の役割」のなかで、「３ 国際的にひらかれた都市」として、基本方

針が定められている。 

 

３ 国際的にひらかれた都市 

日本の経済的、文化的な国際交流は、ますます進展するものと想定されている。 

わたしたちは、このことを十分認識し、常に広く世界に目を向け、アジアの各国をはじめ諸

外国との経済の交流はもとより、情報・文化・学術・スポーツなどの幅広い交流を強め、国際

感覚豊かな市民性を育てる。 

また、名古屋およびその周辺地域の国際化をはかるため、国際的な機関との連けいを強める

とともに、名古屋港の機能の強化、国際空港など交通・通信手段の発達に対応した施設の整備、

新しい国際的機関の誘致などにつとめる。 

 
＜参考＞http://www.city.nagoya.jp/shisei/category/66-6-0-0-0-0-0-0-0-0.html 

 
 

２ 名古屋市総合計画２０２３  
  

「名古屋市総合計画２０２３」は、「世界に冠たる『ＮＡＧＯＹＡ』」をめざして、「名古屋市基本構

想」のもと、本市がめざす都市像などを「長期的展望に立ったまちづくり」として示し、その実現のた

めに必要な施策・事業を総合的・体系的に取りまとめた計画として、令和元年 9月に策定された（計画

期間：令和元年度から令和 5年度まで）。 

「長期的展望に立ったまちづくり」には、第 20 回アジア競技大会の開催とリニア中央新幹線（品川

－名古屋間）の開業後となる令和 12 年頃を見据えて都市像・戦略を描き、「めざす都市像の実現に向け

た施策・事業」には計画期間内に取り組む 45 施策と各施策を推進する上で重要な 530 事業を掲載して

いる。 

国際化については、施策 34 において「国際的に開かれたまちづくりを進めます」とし、成果指標等

を定め、事業に取り組むこととしている。 
 

＜参考＞http://www.city.nagoya.jp/somu/page/0000121814.html 
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